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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成21年10月15日(2009.10.15)

【公開番号】特開2008-81676(P2008-81676A)
【公開日】平成20年4月10日(2008.4.10)
【年通号数】公開・登録公報2008-014
【出願番号】特願2006-265955(P2006-265955)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｇ  59/20     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ  83/04     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｇ  59/20    　　　　
   Ｃ０８Ｌ  83/04    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成21年9月1日(2009.9.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５１】
　この主成分をＧＰＣにより分取し、1Ｈ－核磁気共鳴分析（以下、1Ｈ－ＮＭＲ）、13Ｃ
－核磁気共鳴分析（以下、13Ｃ－ＮＭＲ）、および29Ｓｉ－核磁気共鳴分析（以下、29Ｓ
ｉ－ＮＭＲ）による構造解析を行ったところ、平均式：
Ｘ－ＣＨ2ＣＨ2(ＣＨ3)2ＳiＯ[(ＣＨ3)2ＳiＯ]97Ｓi(ＣＨ3)2ＣＨ2ＣＨ2－Ｘ
｛式中、Ｘは、平均単位式：
[Ｙ(ＣＨ3)2ＳiＯ1/2]1.6(ＳiＯ4/2)1.0
（式中、Ｙは単結合、ｎ－デシル基、および３－グリシドキシプロピル基からなり、一分
子中、１個のＹは単結合であり、残りのＹはｎ－デシル基および３－グリシドキシプロピ
ル基であり、そのモル比はほぼ１：４である。）
で表されるオルガノポリシロキサン残基である。｝
で表されるジオルガノポリシロキサンであることがわかった。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５４】
　この主成分をＧＰＣにより分取し、1Ｈ－ＮＭＲ、13Ｃ－ＮＭＲ、および29Ｓi－ＮＭＲ
による構造解析を行ったところ、平均式：
Ｘ－ＣＨ2ＣＨ2(ＣＨ3)2ＳiＯ[(ＣＨ3)2ＳiＯ]97Ｓi(ＣＨ3)2ＣＨ2ＣＨ2－Ｘ
｛式中、Ｘは、平均単位式：
[Ｙ(ＣＨ3)2ＳiＯ1/2]1.6(ＳiＯ4/2)1.0
（式中、Ｙは単結合、ｎ－デシル基、および３－グリシドキシプロピル基からなり、一分
子中、１個のＹは単結合であり、残りのＹはｎ－デシル基および３－グリシドキシプロピ
ル基であり、そのモル比はほぼ１：１である。）
で表されるオルガノポリシロキサン残基である。｝
で表されるジオルガノポリシロキサンであることがわかった。
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【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５７】
　この主成分をＧＰＣにより分取し、1Ｈ－ＮＭＲ、13Ｃ－ＮＭＲ、および29Ｓi－ＮＭＲ
による構造解析を行ったところ、平均式：
Ｘ－ＣＨ2ＣＨ2(ＣＨ3)2ＳiＯ[(ＣＨ3)2ＳiＯ]97Ｓi(ＣＨ3)2ＣＨ2ＣＨ2－Ｘ
｛式中、Ｘは、平均単位式：
[Ｙ(ＣＨ3)2ＳiＯ1/2]1.6(ＳiＯ4/2)1.0
（式中、Ｙは単結合、および３－グリシドキシプロピル基からなり、一分子中、１個のＹ
は単結合であり、残りのＹは３－グリシドキシプロピル基である。）
で表されるオルガノポリシロキサン残基である。｝
で表されるジオルガノポリシロキサンであることがわかった。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６０】
　この主成分をＧＰＣにより分取し、1Ｈ－ＮＭＲ、13Ｃ－ＮＭＲ、および29Ｓi－ＮＭＲ
による構造解析を行ったところ、平均式：
Ｘ－ＣＨ2ＣＨ2(ＣＨ3)2ＳiＯ[(ＣＨ3)2ＳiＯ]97Ｓi(ＣＨ3)2ＣＨ2ＣＨ2－Ｘ
｛式中、Ｘは、平均単位式：
[Ｙ(ＣＨ3)2ＳiＯ1/2]1.6(ＳiＯ4/2)1.0
（式中、Ｙは単結合、ｎ－オクタデシル基、および３－グリシドキシプロピル基からなり
、一分子中、１個のＹは単結合であり、残りのＹはｎ－オクタデシル基および３－グリシ
ドキシプロピル基であり、そのモル比はほぼ１：１である。）
で表されるオルガノポリシロキサン残基である。｝
で表されるジオルガノポリシロキサンであることがわかった。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６３】
　この主成分をＧＰＣにより分取し、1Ｈ－ＮＭＲ、13Ｃ－ＮＭＲ、および29Ｓi－ＮＭＲ
による構造解析を行ったところ、平均式：
Ｘ－ＣＨ2ＣＨ2(ＣＨ3)2ＳiＯ[(ＣＨ3)2ＳiＯ]97Ｓi(ＣＨ3)2ＣＨ2ＣＨ2－Ｘ
｛式中、Ｘは、平均単位式：
[Ｙ(ＣＨ3)2ＳiＯ1/2]1.6(ＳiＯ4/2)1.0
（式中、Ｙは単結合、トリメトキシプロピル基、および３－グリシドキシプロピル基から
なり、一分子中、１個のＹは単結合であり、残りのＹはトリメトキシプロピル基および３
－グリシドキシプロピル基であり、そのモル比はほぼ１：４である。）
で表されるオルガノポリシロキサン残基である。｝
で表されるジオルガノポリシロキサンであることがわかった。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６４
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６４】
［実施例１～３、比較例１～２］
　下記の成分を表１に示す重量部で混合して硬化性シリコーン組成物を調製した。得られ
た組成物の粘度、それを硬化して得られる硬化物の複素弾性率、熱伝導率を表１に示した
。
(Ａ－１)成分：参考例１で調製したジオルガノポリシロキサン
(Ａ－２)成分：参考例２で調製したジオルガノポリシロキサン
(Ａ－３)成分：参考例３で調製したジオルガノポリシロキサン
(Ａ－４)成分：参考例４で調製したジオルガノポリシロキサン
(Ａ－５)成分：参考例５で調製したジオルガノポリシロキサン
(Ｂ－１)成分：式：
【化１７】

で表されるオルガノトリシロキサン（粘度＝２,６００ｍＰａ・ｓ、フェノール性水酸基
当量＝３３０）
(Ｂ－２)成分：平均式：

【化１８】

で表されるポリジメチルシロキサン（粘度＝７７ｍＰａ・ｓ、水酸基当量＝７００）
（Ｃ－１）成分：３５重量％－カプセル型アミン触媒のビスフェノールＡ型エポキシ樹脂
とビスフェノールＦ型エポキシ樹脂の混合物（旭化成株式会社製のＨＸ－３９４１ＨＰ）
(Ｄ－１)成分：平均８.６μｍの球状アルミナ粒子
(Ｄ－２)成分：平均３μｍの不定形アルミナ粒子
(Ｅ－１)成分：ビスフェノールＡ型エポキシ樹脂とビスフェノールＦ型エポキシ樹脂の混
合物として配合｛但し、上記(Ｃ－１)成分中のビスフェノールＡ型エポキシ樹脂とビスフ
ェノールＦ型エポキシ樹脂の混合物として配合する。｝
(Ｆ－１)成分：オクタデシルトリメトキシシラン
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